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論文要旨

{ 背景 ] コンピュ タ断像撮影

( 1 ) 

C T )の最

先端の画像化技術である逐次近似再構成法は

画像のノイズを低減させ、画質の向上および

放射線被曝の低減に寄与する 。慢性 閉塞性肺

疾患(C 0 P D )の画像診断においては 、 し

ばしば C T で肺気腫の定量的 測定が 行われ る

カ2 照射線量等の撮影条件が 異なる と 肺気

腫の定量的測定値に誤差が生じる こ とが以前

より知られている 。 このよ うな肺気腫測定値

の誤差は、 C T 画像のノイズによる影響が大

きいとされるが、逐次近似再構成法で画像ノ

イズが低減されれば 、 具なる撮影条件であっ

ても、より安定した肺気腫の定量的測定が可

能になるものと考えられる。今回我々は 、 逐

次近似再構成法の肺気腫定 量的測定におよぼ

す効果を

討した

肺気腫患者の胸部 C T デ タで検

【方法 ] 多施設共同研究 A C T 1 v e スタデ

ィ で の 、 逐次近似再構成法に 関す る前 向き 研

究とし て 、 5 施 設全 133 患 者 に対して照射



( 2 ) 

線量を変化させて 3 回の胸部 C T 撮影を 行つ

た(2 4 0 120 、 6 0 の各 m A 。 なお

全施設において倫理委 員会 の承認および全患

者からの書面での同意が得られている。 3 回

の C T デ タは それぞれ逐次近似法 A 1 D 

R 3 D と従来法を用いて画像化 した( 1 患者

あたり 6 シリ ズの C T ) 。 本研究では そ

の画像デ タから C T 上 肺気腫を有する 2

2 患者の画像 デ タを選択し 市販のワーク

ステ ーショ ンにて肺気腫の定量的測定 値を計

測し、異なる線量問で測定値が変 化するか検

言すした

[結果 ] C T での肺気腫の代表的な定量的測

定値である 肺野低吸収域パ セント L A 

A % )と 肺野 1 5 ノミ センタイノレ{直は 従

来法で画像化した C T では 、 照射線量が低下

するにしたがって肺気腫が過大評価される傾

向があり 3 つの線量 シリ ズ問で有意差が

存在した ( p く O o 1 ) 。 方 逐次近似

法 A 1 D R 3 D を使用して画像化した C T で



( 3 ) 

iま 照射線量に関わらず測定値が安定化し

3 つのシリ ズ聞の有意差は存在 しなかった。

L A A %および 1 5 ノξ センタイノレ{直の 3 

線量シリ ズ聞の測定誤差は 従来法を使用

した C T の場合はすべて患者の体重に有意相

関したが ( p く 。 。5 ) A D R 3 D を
イ吏 用 した C T の場合は 2 4 。 6 o m A 間
の測定誤差のみが患者体重に有意相関した

( p く 。 。5 ) 。
[結論 ] 逐次近似法を使用するこ とによ り

C T での肺気腫の定量的測定は 異なる線量

設定であっても安定した測定結果が得られ

体 重による測定誤差を減少 させ る
、回
とができ、ーー

る。


